
令和２年度　学校関係者評価書

学校名

1 本年度の重点目標

2 自己評価結果

A B C D A B C D

教育課程 Ｃ 6 3 1 0 5 4 0 0

Ｃ 6 3 1 0 7 2 0 0

Ｃ 5 4 1 0 5 4 0 0

A 8 2 0 0 7 2 0 0

Ａ 8 2 0 0 5 4 0 0

Ｃ 5 4 1 0 5 4 0 0

Ｃ 6 3 1 0 4 5 0 0

Ｄ 2 5 2 1 5 3 1 0

Ｄ 2 6 1 1 3 4 1 0

B 8 2 0 0 7 2 0 0

A 9 1 0 0 8 1 0 0

Ｂ 7 3 0 0 7 2 0 0

Ａ 6 4 0 0 6 3 0 0

Ｂ 5 4 1 0 6 2 1 0

いじめ Ｂ 5 4 1 0 6 2 1 0

進路実現 Ｂ 7 3 0 0 4 3 1 0

Ｄ 2 5 2 1 5 2 1 0

A 8 2 0 0 5 2 1 0

Ｄ 2 6 1 1 5 2 1 0

A 9 1 0 0 7 1 0 0

A 8 2 0 0 7 1 0 0

C 5 4 1 0 4 4 0 0

美化活動 B 8 2 0 0 4 4 0 0

防災 Ａ 8 2 0 0 6 2 0 0

Ｂ 8 1 1 0 6 2 0 0

Ｃ 6 3 1 0 5 3 0 0

Ｄ 4 4 1 1 5 2 1 0

Ｄ 4 4 1 1 4 2 2 0

Ｃ 5 3 1 1 4 2 2 0

Ｄ 4 4 1 1 4 2 2 0

Ｄ 4 4 1 1 4 2 2 0

Ｃ 6 3 1 0 4 2 2 0

C 4 5 1 0 4 2 2 0

Ｃ 5 4 1 0 4 2 2 0

Ａ 10 0 0 0 8 0 0 0

Ａ 10 0 0 0 8 0 0 0

Ａ 10 0 0 0 8 0 0 0

北海道登別青嶺高等学校　 組織名 学校運営協議会

評　価　者

評価項目・指標等

生徒の実態に即した教育課程編成

基礎・基本を大切にする指導

家庭学習の促進など学習習慣の定着を図る取組の促進

朝読書や朝学習など朝の時間の有効活用

授業規律の確立

言語活動の充実や問題解決的な学習

観点別評価など評価の工夫

学ぶ意欲を喚起する学習指導の工夫

ＩＣＴの活用など学習指導の工夫

評価者の意見等

・ＩＣＴの活用を実践していくようですが、導入においてはメリットデメリットを十分考慮する必要があると考える。
・授業参観週間で様々な授業を見せて頂きましたが、どの授業も生徒達は教師の説明を集中して聞いたり、作業や演習に取り組んだりしていました。今後はこの真面目な姿勢、プラス受け身ではない主体的な姿の生徒が見られることを期待してい
ます。／・就職希望者が一定程度いることを踏まえると、早急な教育課程の見直しが必要ではないでしょうか。
・学ぶ意欲は生徒自らが意識すべき

規範意識が涵養される生徒指導の推進

スマートフォン等に頼らないコミュニケーション力づくり

活発な生徒会活動

地域行事への参加やボランティア活動の推進

部活動の充実・活性化

いじめ防止に関する適切な啓発及び対策 　アンテナを高くし早期に対応している。

評価者の意見等

・スマホの取り扱いの指導が必要。／・保護者の部活に対する評価は低いようですが、充実度を上げる方法を考える必要がある。
・いじめについてアンケートの実施回数を増やすなどの方法をとるべきと思う。／・スマホを使った様々な勧誘や誘惑など実例から指導して頂きたい（そのような機会を作って下さい。
・ＢＹＯＤに移行する風潮があるかもしれませんが、貴校のスマホ預かり指導は身近にいるリアルな友だちや先生との関わりを大切にする上で貴重な取組であると感じます。
・地域と連携した行事やボランティア活動等への積極的な参加に期待します。

上位層の学力伸長に係る取組の推進 
　講習や週末課題の添削等により継続指導を行う。また、授業を中心とした学習環境
の向上を図る。

保護者に対する十分な進路情報の提供 　ホームページにおいてスピード感を持って更新に努める。

生徒との進路にかかる個別相談の充実 　継続して実施する。

系統的進路指導の推進 　進路指導部と学年主任の連携を強化し、「総合的な探究の時間」との関連を図る

評価者の意見等

・進路は生徒の一生を決めるもの。最近の社会現象が多様な状態になり、進路指導を難しくしている。さらに情報を入手して実践して欲しい。／・下位層の学力向上にも取り組んで頂きたい。
・進学や就職と進路の異なる生徒に対しても１・２年生からの個別相談の充実が必要と思う。／・ホームページの活用は良いと思う。／・紙媒体の情報提供も必要
・登別市で一校の高等学校として多様な進路希望に対応できる進路指導に期待します。／・ホームページの効果的な利用は難度が高く疑問。他の方法も検討するべき

生徒全員の個別面談の実施と教育相談活動の充実

スクールカウンセラーの活用による教育相談機能の強化・充実

特別支援教育への理解の促進 　教職員で情報の共有並びに研修の充実を図る。

校舎内外の清掃・環境整備 　生徒への美化活動の意識付けを図る。

生徒の主体的行動を高める防災意識の涵養 　異校種の取組を参考によりよい方策のため改善を図る。

評価者の意見等

・生徒一人一人の心身の健康はなによりですが、常に授業中やクラス全体の雰囲気を良くするのも精神的にも重要です。継続してハイパーＱＵを実施して下さい。
・ボランティアの実施／・ＬＧＢＴＱに関する、あるいはジェンダーレスへの取組はどのくらい進んでいるのか。／・校舎内外の美化、清掃が行き届いている。
・コロナ禍で家庭環境の変化も予想され、これに伴う生徒の心身の健康を保つことをお願いします。

ＰＴＡ便り・学校通信・HP・ﾗｲﾃﾞﾝｽｸｰﾙなど発信の強化

地元中学校との情報交換、部活動などの交流

学校行事への参画の推進などPTA活動の活性化

評価者の意見等
・学校祭の開催は校舎駐車場を解錠としており、場所をグランドが和平同士地域の方々ももっと参加できるよう望む。／・地域連携について継続して取組を望む
・校長先生のリーダーシップにより、市教委や地元小中学校との垣根が低くなってきました。より交流を深め親しみやすい高校となるよう私たちもお手伝いします。
・学校の情報が早く正確に保護者に伝わることの工夫が必要と思われる。／・教員一人一人が自覚を持ち、信頼される大人であって欲しい。それが信頼される「学校」になるのではないか。

教職員の学校経営参画意識を持った主体的取組の前進

教職員同士の意思の疎通と組織的運営

的確な反省引き継ぎなど事業・行事実施後の成果と課題の把握

教育課題や教育情報の共有化と共通認識の促進

評価者の意見等

・教職員間でコミュニケーションは非常に大切なので次年度もって胃を図って頂きたい。／・毎年のように「先生同士のコミュニケーション不足」が出されます。根本的な解決策を見いだしましょう。
・教職員と生徒、保護者のアンケート結果の評価の開きを分析して、今後の取り組みを具体的に進めて欲しい。／・教職員の皆さんが地域社会との関わりもっと深めることが必要。
・校長先生のリーダーシップのもとで、今年度の学校評価が全体的に上昇してあり今後のさらなる取組に期待します。

校外での研修への参加と積極的な教科内研修の実施

教職員と保護者との連携

授業観察や助言による教職員の資質向上

評価者の意見等
・Ｃ評価であるが、反省点ではそれなりに評価されていると考える。／・異校種との連携や研修で得た情報を共有することは非常に有効な事と思う。
教職員と保護者の意見交換ができたら良いと思う。／・コロナが落ち着きましたら外部での研修の充実をお願いします。

生徒に対し適切な指導

消毒・換気作業などの対策

職員間での情報共有

評価者の意見等

・世界的規模の病気であることは承知のとおり。学校内だけの指導のほか、家庭内も含めた日常生活に反映させる対策が必要。
・今までにない日々の感染防止・予防の指導にご苦労されていると思います。／・大変ではありますが、生徒が安心して学校生活が送れるように感染症対策を引き続きして下さい。
・新型コロナウイルス感染防止対策を通じ、さらに自らの健康を自ら守ることの大切さを指導頂ければと思います。

(1) 基本的な学習姿勢を身に付け、目標を持って主体的に学力を積み上げる生徒
(2) 自他を尊重し思いやりの心を持ち、義務と責任を重んじて的確に判断し行動できる生徒
(3) 自己理解を深め、自らの個性と適性に基づいて進路目標を確立し、自己実現を目指す生徒

次原勝秀　　川島芳治　　斎藤正史　　　
藤江紀彦　　田村忠士　　田村　薫
田渕純勝　　福井　誠　　工藤保秋
中島英治　　伊藤真美　

重点目
標の適

切さ

・概ね適切な目標であると言える。
・学校の運営方針となるため伝統的なものとして持続する必要があると考える。
・学校評価アンケートの結果からも適切な重点目標の下、教職員が一丸となり指導に当たっている成果が現れているものと思います。新年度からの
新しい体制でのさらなる向上に期待します。

達成
状況

改善の方策
自己評価の結果
の内容の適切さ

今後の改善方策
の適切さ

大項目 中項目 小項目

  今後の本校の在り方について、新学習指導要領を踏ま
え、将来構想委員会・教育課程委員会を中心に単位制導
入を踏まえて教育課程の見直しを進めている。
  朝読書・朝学習の継続により、学習習慣の定着を図り、
家庭学習の定着へ働きかけている。

学力向上

授業改善

　概ね整然と授業が行われているが、生徒自身が主体的
に学ぶ意識の向上が課題であり、興味・関心を持つ教
材・授業展開の工夫を図る。
　また、地域の教育資源の効果的な活用方法について、
積極的に取り組むことが課題である。
　今年度中にタブレットを３０台以上導入することになって
いる。次年度は活用のための研修を実施する予定。

生徒
指導

規範意識
　携帯電話の預かりにより校内での子供たちのコミュニ
ケーション力向上につながっている。次のステップとして
は情報モラルの指導が必要である。

自主的主
体的活動

　今年度は新型コロナウイルスの影響で様々な大会が中
止となったが、日々の活動で生徒たちは生き生きと活動
している。生徒数の割に部活動の数が多く、部活動の精
選に課題がある。現状を充分に把握し、改善を図る。

進路
指導

キャリア教
育の推進
と進路情
報提供

健康
安全
指導

心身の健
康

　「ﾊｲﾊﾟｰQ-U」の検査結果を分析し、教育相談へと結び
つけるとともに、引き続きスクールカウンセラーの活用を
図る。

信頼さ
れる学
校づく
り

地域連携
とＰＴＡ活
動の活性
化

　今年度も市内の中学校を訪問したことで中学校との距離を大きく近づけることができ
た。また、部活動の交流も図ることができ、次年度も継続していきたい。
　コロナの影響により地域の会議等に参加することができなかったが、次年度は地域
との距離を近づけ、本校を知ってもらうとともに地域で育てる学校への変換を図る。
　コロナの影響により、参加頂けなかった行事もあり、次年度は例年通り協力を頂きた
い。

組織
運営

教職員の
連携強化

　前年踏襲ではなく、失敗を恐れず失敗から学ぶ気持ちで新たなことへ
チャレンジするよう働きかけた。その結果、多くの場面で変化・成果が現れ
ており、よりいっそうの仕掛けを図る。
　書類による適切な引き継ぎが重要であるため、各担当者に徹底していく。
また、コミュニケーション不足によって、情報の共有化がなされない場面が
多く、次年度に向けて、情報発信と確認作業の徹底を図る。

資質
向上

研修等の
充実

　希望があった研修はすべて受講できた。特に異校種連携とし
て、中学校の公開授業を開講授業すべてを研修した。研修で得
た情報を全教師で共有し効果的な研修活用を図る。
　教科内研修・授業見学が容易にできるように時間割等を工夫し
教師の資質向上を図る。

新型コロナウイ
ルス感染症対策

　養護教諭を中心に換気の仕方や密を回避する行動の
重要性が保健だよりを通して、生徒に周知しいている。次
年度も新型コロナウイルスの感染状況をみながら適切に
指導していく。

学習
指導

学校が行った自己評価の結果の内容が
適切かどうか評価を行う。
Ａ（適切な評価である）
Ｂ（ほぼ適切な評価である）
Ｃ（やや不適切な評価である）
Ｄ（不適切な評価である）


